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1．はじめに 

内湾の海水流動計算を高精度に行うためには，風による吹送流，風波砕波による海水混合，日射による成

層化，降水・蒸発等の気象場からの影響を適切に評価することが重要である．従来，この要求に対して，ア

メダスなどの気象観測データを内挿・外挿し，海水流動に及ぼす気象場の影響を評価してきた．しかしなが

ら，気象観測データは面的・時間的に情報量が少なく，気象擾乱を十分に評価できないものと考えられる．

そこで，筆者らは，気象モデル MM5（ペンシルベニア州立大学・米国大気研究センター），海洋モデル CCM

（村上ら，2004）および波浪モデル SWAN（デルフト工科大学）を結合させた大気－海洋－波浪結合モデル

（村上ら，2006）を開発・活用することにより，海象場に及ぼす気象擾乱の影響の評価を行ってきた． 

本研究では，気象場の変動が大きい強風期である冬季の伊勢湾を対象に，大気－海洋－波浪結合モデルを

用いて海水流動を計算し，大気・海洋場の各種観測データとの比較より，モデルの妥当性を検証する．つい

で，気象観測データを内挿し海洋モデルに入力する従来の手法に基づいた海洋流動計算も実施し，その結果

と比較することにより，海洋場計算に及ぼす気象モデルの有用性について検討を行う． 

2．数値計算の概要 

計算対象領域は図-1 に示す伊勢湾である．強風期である冬季の 2002 年 2 月 1 日～15 日（UTC）を計算期

間とし，大気－海洋－波浪結合モデル（Case1）と気象観測データを内挿し海洋モデルに入力する従来の手法

（Case2）により，海水流動計算を行った．Case1 の気象場の初期値・境界値には，気象庁メソ客観解析値（6

時間間隔，10km 格子，20 層）を使用した．海洋場の初期値には，中部国際空港株式会社・愛知県企業庁に

よる水温・塩分の観測データを用いた．また，日本周辺潮汐モデル NAO99Jb による潮位を海洋モデルの開

境界条件として与えた．さらに，伊勢湾の主要 10 河川の毎時流量データを河川の境界値として与えた．一方，

Case2 の気象観測データを用いた海洋モデル単体の計算は，従来の海洋シミュレーションで多用されてきた

手法であり，気象観測データを空間補間しバルク式に与えて海面物理交換量を算出し，それを海洋モデルの

海面境界条件に入力して計算を行うものである．今回の計算では，図-1 に示す名古屋，伊良湖，津，四日市，

東海，蒲郡，岡崎，南知多，豊橋，桑名，亀山，小俣，鳥羽，南伊勢，MT 局の気象観測所で観測されたデ

ータをクレスマン補間によって空間補間し，バルク式によって算

出した摩擦速度，潜熱，顕熱および長波放射と観測された風，日

射，降水量，気圧を，海洋モデル CCM の海面境界条件として課

した． 

3．計算結果および考察 

 まず Case1 の気象場の計算精度について検討する．図-2 は MT

局（図-1 参照）における風速の観測値と計算値の比較を示したも

のである．これより，Case1 の計算値は 4～5 日の弱い風速から 11

～12 日の強い風速まで観測値とほぼ一致しており，強風期である

冬季の伊勢湾の風速を良い精度で計算できることが示された． 

 図-3 に名古屋（図-1 参照）における日射量の観測値と計算値の

比較を示す．同図より，Case1 の計算値と観測値は概ね一致して
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 図-1 計算領域および観測点； 

○は精度検証に使用した観測点，●は Case2
の計算に使用した気象観測点を示す． 
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おり，Case1 では冬季の弱い日射料を良好に再現している． 

 ついで，Case1，Case2 の海洋場の計算結果について精度検証を行い，

その結果を比較・検討する．図-4 に SB3（図-1 参照）における水深 0.1m

の水温の計算値と観測値の比較を示す．これより，Case1 では，13 日以

降で若干過小評価となっているものの，観測値を概ね再現できているこ

とがわかる．一方，Case2 では計算期間を通じて計算値は観測値を下回

っており，Case1 と比較して計算精度が低いことが確認される． 

 図-5 は SB3（図-1 参照）における 0.1m の塩分の観測値と計算値の比

較したものである．同図より，Case1 では観測された塩分の時間的変動

を良好に再現していることが認められる．これに対して，Case2 では全

体的に過小評価となっており，気象モデルを導入することにより海洋場

の計算精度が改善されることが判明した．図-6 に 2 月 13 日 2 時の SB3

における塩分の鉛直分布を示す．同図より，Case1 では表層から底層ま

で観測された塩分と良く一致している一方，Case2 では，表層から水深 8m 付近まで塩分を過小評価している．

したがって，結合モデルによる計算は，海面境界である表層のみならず，中層付近までの塩分の計算精度を

向上させているといえる．なお，Case2 の計算精度が悪い主な要因としては，Case2 では MT 局以外の風速は

陸上風を使用しており，全体的に風速を弱く評価していることが考えられる．特に湾奥部の風速が弱く評価

されることによって木曽三川からの河川プリュームの広がりを正しく評価できなかったため，塩分を過小評

価したものと推察される． 

4．おわりに 

 本研究では，大気－海洋－波浪結合モデルおよび気象観測データを用いた海洋モデルにより，強風期であ

る冬季の伊勢湾における海水流動を計算し，気象・海洋場の観測データと定量的な比較を行った．その結果，

気象モデルは強風期である冬季の伊勢湾の気象場を精度良く再現できることが明らかとなった．また，従来

の気象観測データを用いた海水流動計算に比べて，気象モデルを用いた海水流動計算は，水温・塩分などの

計算精度を大きく向上させることが示された． 
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   図-2 MT 局における風速の観測値と計算値        図-3 名古屋における日射量の観測値と計算値 
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 図-4 SB3 における水深 0.1m の水温の観測値と計算値   図-5 SB3 における水深 0.1m の塩分の観測値と計算値 
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